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本日の内容

• はじめに
• 子育て世帯の日常生活におけるバリアの
考え方

• 子育て中の外出行動および子育てに対す
る意識に関する調査結果の紹介

• 子ども連れ外出に対する「心のバリアフリ
ー」推進の取り組み

• おわりに



東京都心 東京郊外 地方都市

住居 ﾏﾝｼｮﾝ、高い 戸建て、安い

親世帯 別居 近居、同居

通勤 職住近接 長距離通勤 職住近接

通勤
交通手段

徒歩、自転車
鉄道、ﾊﾞｽ

鉄道、ﾊﾞｽ 自転車、自動車

子連れ
交通手段

徒歩（ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ）、
自転車、
鉄道、ﾊﾞｽ

自動車

生活施設 高密度 低密度

保育施設 狭い 広い

遊び場 狭い 広い

ｺﾐｭﾆﾃｨ 弱い 強い

子育て世帯の日常生活の都市別比較
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生活活動と交通

• 都市社会の４要素
– 「住む」、「働く」、「憩う」、「交通」

• 人および物の空間（場所）的移動
– 広義の交通には、情報の移動としての「通信」が含まれる。狭義の交
通は通信と機能的には密接な関係をもつものの、計画、政策の対象と
しては別の分野として取り扱われている。

• 移動自身に価値がある場合（旅行、ﾄﾞﾗｲﾌﾞなど）
・・・本源的需要

• 移動の結果に価値がある場合（通勤、買い物、物の移動）
・・・派生的需要

• 交通を理解するためには、その根源にある活動と一体的に理
解する必要がある。
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「交通」は「活動」の派生需要
• 人は毎日どんな活動を行う必要があるか？

– 必需活動：睡眠、食事、身の回りの用事、診察・療養など
（本人が行う必要あり）

– 拘束活動：仕事、学業、家事、育児、食料品・日用品の買
物、銀行・郵便局へ行くなどの事務的用事など
（一部はｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞが可能）

• 加えてどんな活動をすると満足か？
– 自由活動 ：趣味、娯楽、交際、休息、飲み会、ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ、ｽ
ﾎﾟｰﾂ、ﾃﾚﾋﾞ、ﾊﾟﾁﾝｺ、ｺﾞﾙﾌ・・・など（本人が行う必要あり）

• 交通ｼｽﾃﾑが本源的な需要である（外出）活動への
参加を可能とする。

• 土地利用（活動機会）と交通ｼｽﾃﾑは密接に関係



ﾗｲﾌｻｲｸﾙｽﾃｰｼﾞと
活動需要、能力の変化

仕
事
育
児

ｸﾙ
ﾏ

自由
時間

体
力
財
力ﾗｲﾌｻｲｸﾙｽﾃｰｼﾞ

A 子供なし若者世帯（35歳未満）

B 就学前子どもあり世帯

C 就学前＋小学生子どもあり世帯

D 小学生子どもあり世帯

E 中学生・高校生子どもあり世帯

F 18歳以上子どもあり世帯

G 子供なし世帯（35歳以上）

H 退職後高齢者世帯
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交通の発生
• 目的地で活動を行う効用（＋）
• 移動の負の効用（－）

– 時間、費用、身体的負担、心理的負担・・・
• 移動の正の効用（＋）

– 気分転換、一人になれる、景色を眺める、運動、移動中の活動・・・

• （自宅を含めて）以上の合計が最も大きい目的地で活動を行う（
移動が発生する）。
– ①子供をﾍﾞﾋﾞｰｶｰに乗せて徒歩で近所のｺﾝﾋﾞﾆに買物に行く。
– ②子供を自転車に乗せて少し離れたｽｰﾊﾟｰに買物に行く。
– ③子供をﾍﾞﾋﾞｰｶｰに乗せてﾊﾞｽや鉄道で都心の商業施設に買物に行く。
– ④子供をﾁｬｲﾙﾄﾞｼｰﾄに乗せて車で郊外大型ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰに買物に行く。
– ⑤子供をゆりかごに乗せて自宅でｵﾝﾗｲﾝｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞをする。
– （⑥祖父母やﾍﾞﾋﾞｰｼｯﾀｰに子供を預けて一人で買い物に行く。）

※効用：経済学の用語、
望ましさを表す



子育て世帯のﾊﾞﾘｱの整理

出典：大森（2013）子育て世帯の多様なﾗｲﾌｽﾀｲﾙを実現する都市と
交通のあり方, 都市計画, Vol.62, No.5, pp.28-32.

子ども連れで外出
しやすい環境

子どもを連れずに
外出しやすい環境



移動 活動

子ども
なし

A子どもなしの移動
（通勤、業務、私用など）

B子どもなしの活動
（仕事、食事、買い物、
趣味・娯楽、休息など）

子ども
連れ

C子ども連れの移動
（通勤、私用、保育所・
習い事・病院などへの
子どもの送迎など）

D子ども連れの活動
（食事、買い物、子ども
の遊びなど）

子育て中の親の日常生活における
移動と活動の分類

※AとCあるいはBとDを選択できること、Cの移動およびDの活動
の実行の有無、時刻、場所、交通手段等を選択できることが重要

出典：大森（2013）子育て世帯の多様なﾗｲﾌｽﾀｲﾙを実現する都市と
交通のあり方, 都市計画, Vol.62, No.5, pp.28-32.



子ども連れで外出しやすい環境

• 道路、公共交通（駅・ﾊﾞｽ停、鉄道・ﾊﾞｽ車両
等）等の交通ｼｽﾃﾑ、商業施設や公共施設
等の活動機会といった公共空間で、子ども
連れをどのように考えるか

– 公共交通利用時に、ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ、車いす、ｼﾆｱｶｰ
、歩行器、自転車、ﾊﾟｰｿﾅﾙ・ﾓﾋﾞﾘﾃｨ等の移動
補助具を、どこまで受け入れるか？

– 子ども連れ共用か、専用か？



子どもを連れずに外出しやすい環境

• 子どもを預けやすい環境整備
→ 子育てしやすい働き方

– ﾜｰｸ・ﾗｲﾌ・ﾊﾞﾗﾝｽ
– 柔軟な勤務形態（裁量労働制、ﾃﾚﾜｰｸなど）
– 多様な保育ｻｰﾋﾞｽ
– 居住地、職場、保育所の位置関係
– 親世帯との同居、近居
– 近隣のｿｰｼｬﾙﾈｯﾄﾜｰｸ
– 非常時・緊急時の対応



①交通システムに関するバリア
●道路交通環境

・子ども連れで安全・安心に通行できる歩行環境整備（十分な幅員の歩道、自動車・自転
車走行空間との分離、段差解消、ﾍﾞﾋﾞｰｶｰでも利用しやすい道路環境、混雑緩和など）

・子ども連れで安全・安心に移動できる自転車利用環境整備（子ども乗せ自転車、自転車
道、自転車ﾚｰﾝ、子ども乗せ自転車用駐輪場、子どもが運転しやすい自転車環境など）

・子ども連れで安全・安心に移動できる自動車利用環境整備（安全で乗りやすいﾁｬｲﾙﾄﾞｼｰ
ﾄ、子供の状況確認・世話がしやすい自動車、子ども連れで安全に乗降できる駐車場など）
・子ども連れ道路利用に関する情報提供
・子ども連れで移動しやすい道路交通環境整備に対する補助金
●公共交通環境

・子ども連れで利用しやすい鉄道駅・ﾊﾞｽ停等整備（ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ、ｴｽｶﾚｰﾀｰ、段差解消、広幅
員改札、駅員・乗車員等への接遇教育、待ちやすいﾊﾞｽ停、混雑緩和など）

・子ども連れで利用しやすい鉄道・ﾊﾞｽ車両等整備（安全で乗降しやすい車両、ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ優
先ｽﾍﾟｰｽ、混雑緩和など）

・鉄道駅等への子ども連れで利用しやすいﾄｲﾚや授乳室等の整備（ﾍﾞﾋﾞｰｶｰごと入れる便
房、男性用ﾄｲﾚへの子ども用施設、男性も利用可能な授乳室など）
・子ども連れまたは子どもだけでも利用しやすいﾀｸｼｰ導入
・子ども連れで利用しやすいｻｰﾋﾞｽ時間の設定
・子ども連れの経済的負担を軽減する運賃体系

・子ども連れ（ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用）外出者に対する公共交通利用方法やﾙｰﾙ・ﾏﾅｰ、ﾄｲﾚや授乳
室等の情報提供

・子ども連れで利用しやすい公共交通整備に対する補助金



②活動機会に関するバリア

・居住地周辺への子育て関連施設の立地誘導、集約型都市構造・施設配置のま
ちづくり（ｺﾝﾊﾟｸﾄｼﾃｨなど）

・子ども連れでｱｸｾｽ／移動しやすい施設内設備の整備（入口段差解消、施設内
上下移動抵抗緩和など）

・子ども連れで利用しやすい施設内設備の整備（飲食店等の子供用いす、ﾍﾞﾋﾞｰ
ｶｰｽﾍﾟｰｽ、ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ置き場、ﾍﾞﾋﾞｰｶｰやｶｰﾄ貸出、安全な空間設計、子ども連れ専
用・優先施設提供など）

・公共施設や商業施設等への子ども連れで利用しやすいﾄｲﾚ，授乳室等の整備
（ﾍﾞﾋﾞｰｶｰごと入れる便房，男性用ﾄｲﾚへの子ども用施設、男性も利用可能な授乳
室など）
・子ども連れで利用しやすいｻｰﾋﾞｽ時間の設定

・子ども連れ外出者に対する施設利用方法やﾙｰﾙ・ﾏﾅｰ、ﾄｲﾚや授乳室等の情報
提供

・子ども連れで利用しやすい施設や設備整備に対する補助金



③子育て支援サービスに関するバリア
・保育施設増設、保育定員増加による待機児童解消

・多様な保育ｻｰﾋﾞｽの提供（一時保育、休日保育、学童保育、ﾍﾞﾋﾞｰｼｯﾀｰ、ﾌｧﾐﾘｰｻ
ﾎﾟｰﾄ、保育ﾏﾏ等）

・自宅付近、通勤経路で利用可能な保育ｻｰﾋﾞｽ（鉄道駅・駅付近への子育て支援
施設の設置、鉄道駅等で子どもを預かり保育所へ送迎するｻｰﾋﾞｽ5)など）

・事業所保育所の設置や有効活用（他事業所勤務者や近隣住民の利用，複数事
業所による共同設置など）
・多様な送迎ｻｰﾋﾞｽの提供（送迎ﾊﾞｽ、子育てﾀｸｼｰなと）
・子育て支援ｻｰﾋﾞｽ利用時の経済的支援
・子育て支援ｻｰﾋﾞｽの利用に関するわかりやすい情報提供

・子育て支援ｻｰﾋﾞｽ整備への補助金



④子どもの存在によるスケジュール制約に関するバリア

・子どもと一緒にいなければならない状況、家事や育児の負担を軽減する、居住環
境・家電製品等の技術開発

・子ども連れで外出しやすい外出用具（おんぶ・だっこひも、ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ等）の技術開
発
・親との同居・近居を選択可能な環境整備
・家事代行ｻｰﾋﾞｽの提供

・ｺﾐｭﾆﾃｨ形成（友人・近隣住民等へ子どもを預けやすい、外出に同伴してもらいや
すいなど）

・柔軟な勤務形態の導入（産前・産後・育児中の休暇取得制度、短時間勤務、ﾌﾚｯｸ
ｽﾀｲﾑ、裁量労働制など）、父親の育児参加に対する職場の理解の向上など）

・緊急時の保育ｻｰﾋﾞｽ（一時保育，病児・病後児保育など）や送迎代行ｻｰﾋﾞｽ（習い
事の送迎ﾊﾞｽ、子育てﾀｸｼｰなど）の提供
・ICTによる移動代替（ﾈｯﾄｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ、ｵﾝﾗｲﾝ行政ｻｰﾋﾞｽなど）
・児童手当等の経済的支援



⑤子育て生活に必要な情報に関するバリア

・交通ｼｽﾃﾑ、活動機会、子育て支援ｻｰﾋﾞｽに関する、多様な情報が総合的に入手
可能な情報提供ｻｰﾋﾞｽ、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽの提供（子育てﾏｯﾌﾟ，子育てﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ
など）
・子育て中の親同士の交流の場や機会の提供
・情報入手手段の購入・利用に対する経済的支援
・子育て生活に必要な情報提供に対する補助金

⑥子育てや子ども連れ外出に対する人々の意識・理解に関するバリア
・子ども連れ（ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用）外出者の移動制約者としての法的位置づけ

・少子高齢社会に適した子育て関連政策・制度設計（家族政策，労働政策，税制お
よび社会保険制度等の改善など）

・子育てや子ども連れ外出に対する意識・理解の向上のための教育・啓蒙（心のﾊﾞ
ﾘｱﾌﾘｰ推進，子育てﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ教室，外出時のﾙｰﾙ作りやﾏﾅｰ向上のための啓蒙な
ど）

・子育てや子ども連れ外出に対する意識・理解の向上のための教育・啓蒙に対す
る補助金



17Karlstad, Sweden





19Taipei, Taiwan
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http://bike.powerwomenplus.jp/
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子育て中の母親の
外出行動に関する調査in東京

• 調査実施期間
– 2009年4月28日（火）～5月10日（日）

• 調査対象者
– 楽天ﾘｻｰﾁ株式会社のﾓﾆﾀｰで、首都圏在住、小学
校入学前の乳幼児・児童を持つ女性、計1,000人

• 調査方法
– ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ調査

出典：大森宣暁, 谷口綾子, 真鍋陸太郎, 寺内義典, 青野貞康 (2011)子育て中の女
性の外出行動とバリアに対する意識に関する研究-首都圏在住の乳幼児を持つ母親
を対象として-, 都市計画論文集, Vol.46, No.3, pp.259-264.



サンプルの世帯構成

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北関東

東京周辺

東京都心

三世代・片 三世代・共 同じ町内・片 同じ町内・共

同じ市区町村・片 同じ市区町村・共 隣接市区町村・片 隣接市区町村・共

同じ都県・片 同じ都県・共 他都道府県・片 他都道府県・共

なし・片 なし・共

※「共」：共働き，「片」：母親が無職または専業主婦，「なし」：子育てを手伝っ
てくれる人はいない．



「日用品の買い物」の主な交通手段

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東京都心（n=194）

東京周辺（n=391）

北関東（n=392）

徒歩

自転車

車

鉄道・バス

その他



「幼稚園・保育所への送迎」の主な交通手段（晴天時と雨天時）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東京都心晴れ（n=110）

東京都心雨（n=110）

東京周辺晴れ（n=247）

東京周辺雨（n=247）

北関東晴れ（n=244）

北関東雨（n=244）

徒歩

自転車

スクールバス

車

タクシー

鉄道・バス

その他



0% 20% 40% 60% 80% 100%

電車やﾊﾞｽなどの公共交通機関が

子供連れの移動に配慮されていない

目的地の建物等が子供連れの

移動に配慮されていない

子供連れで安全に歩ける歩道がない

自転車に子供を乗せて

安全に通行できる道路がない

車で出かける時に子供をﾁｬｲﾙﾄﾞ

ｼｰﾄに座らせるのが大変である

買い物等の合間に

子供を遊ばせる場所がない

子供を短時間預ける場所がない

ﾄｲﾚが子供連れの利用に

配慮されていない

授乳施設がない

雨や風、暑い日や寒い日などは

外出しにくい

人ごみや混雑している場所には

外出しにくい

子供の食事や昼寝など子供の

生活時間を気にする必要がある

外出前に外出先の情報が

入手できない

外出先でﾄｲﾚや授乳施設の場所の

情報がない

その他 北関東

東京周辺

東京都心

子連れで外出する時
に困っていること



子供
の数

末子
<3歳

子育て
年数

40歳
以上

正社
員

ﾊﾟｰﾄ･ｱ
ﾙﾊﾞｲﾄ

車保有
世帯

核家族･
助け無

公共交通が子供連れ移動に配慮な
い + ++ - --- --

建物等が子供連れ移動に配慮ない +++ --
子供連れで安全に歩ける歩道ない + ---
自転車に子供を乗せて安全に通行
できる道路がない ++ - - -
子供を車のﾁｬｲﾙﾄﾞｼｰﾄに座らせる
のが大変 +++ +++
買い物等の合間に子供を遊ばせる
場所がない

子供を短時間預ける場所がない +++
ﾄｲﾚが子供連れ利用に配慮ない --
授乳施設がない +++ +++ --- -- ---
雨風、暑い・寒い日は外出しにくい ++ +++ -- --
人ごみには外出しにくい +++ -
子供の食事・昼寝など生活時間を
気にする必要がある +++ ---

外出前に外出先情報入手できない +++ ++
外出先でﾄｲﾚや授乳施設の場所の
情報がない --- ---



子育て外出国際比較調査
• 調査実施期間

– 2012年12月～2013年1月

• 調査対象者
– 6ヶ国の首都6都市圏（日本（東京都市圏）、韓国（Seoul、

Incheon）、英国（Greater London）、ﾌﾗﾝｽ（Île-de-France）、ﾄﾞｲ
ﾂ（Berlin、Brandenburg）、ｽｳｪｰﾃﾞﾝ（Stockholms län））居住者
で、 20代、30代、40代の男女、各50ｻﾝﾌﾟﾙ、各国計300ｻﾝﾌﾟﾙ

• 調査方法
– ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ調査（楽天ﾘｻｰﾁ株式会社）
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出典：大森宣暁 (2013) 子育て世帯の多様なライフスタイルを実現する都市と交通の
あり方, 都市計画, Vol.62, No.5, pp.28-32.、小林杏奈, 大森宣暁, 高見淳史, 原田昇
(2013) 公共交通車内における迷惑行為と移動の幸福感の国際比較, 第33回交通工
学研究発表会論文報告集, pp.451-458, CD-ROM.
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公共交通利用時に周囲の乗客がしていたら

不快・迷惑に感じる行為（混雑時）①

0% 20% 40% 60% 80%

床に直接座りこむ

ﾘｭｯｸｻｯｸを背負ったまま乗車する

新聞を広げて読む

化粧をする

小さい子供を連れて乗車する

ﾍﾞﾋﾞｰｶｰを折りたたまずに乗車する

座席に足を乗せる

閉まりかけのﾄﾞｱを手で押さえる

ﾍﾟｯﾄをそのまま連れ込む

ｺﾞﾐを車内に放置する

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ(n=273)
ﾄﾞｲﾂ(n=268)
ﾌﾗﾝｽ(n=274)
英国(n=286)
韓国(n=297)
日本(n=275)

有意差（p<.05）
日本と他の5か国

33



公共交通利用時に周囲の乗客がしていたら

不快・迷惑に感じる行為（混雑時）②

0% 20% 40% 60% 80%

飲食をする

飲酒をする

ﾄﾞｱ付近や通路の真ん中に荷物を置く

携帯電話、ｽﾏｰﾄﾌｫﾝで通話する

携帯電話、ｽﾏｰﾄﾌｫﾝの着信音を鳴らす

大音量でﾍｯﾄﾞﾎﾝｽﾃﾚｵを聴く

大声で会話をする

一人分以上の座席を占有する

お年寄りや体の不自由な人に席を譲らな

い

乗り降りする人がいるのにﾄﾞｱ付近で動か

ない

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ(n=273)
ﾄﾞｲﾂ(n=268)
ﾌﾗﾝｽ(n=274)
英国(n=286)
韓国(n=297)
日本(n=275)

有意差（p<.05）
日本と他の5か国
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ﾍﾞﾋﾞｰｶｰで公共交通利用時に
混雑時間帯を避けるか？

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日本(n=88)

韓国(n=119)

英国(n=88)

ﾌﾗﾝｽ(n=92)

ﾄﾞｲﾂ(n=120)

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ(n=99)

必ず避ける（避けた）

時々避ける（避けた）

どちらともいえない

あまり避けない（避けな

かった）
全く避けない（避けなかっ

た）
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公共交通車内で
ﾍﾞﾋﾞｰｶｰを折りたたむか？

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日本(n=88)

韓国(n=119)

英国(n=88)

ﾌﾗﾝｽ(n=92)

ﾄﾞｲﾂ(n=120)

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ(n=99)

いつも必ず折りたたむ（折

りたたんだ）

混雑時には折りたたむが、

非混雑時には折りたたまな

い（折りたたまなかった）
いつも折りたたまない（折り

たたまなかった）
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公共交通利用時に
ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用者に対して行うこと

0% 20% 40% 60% 80%

乗降を手伝う

乗降する順番を譲る

席を譲る

ベビーカーのために場所を空

ける

子供をあやす

何もしない

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ(n=273)
ﾄﾞｲﾂ(n=268)
ﾌﾗﾝｽ(n=274)
英国(n=286)
韓国(n=297)
日本(n=275)
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ﾍﾞﾋﾞｰｶｰで公共交通利用時に
周囲の乗客にしてもらう行為

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

乗降を手伝ってもらう（手伝っ

てもらった）

乗降する順番を譲ってもらう

（譲ってもらった）

ベビーカーのために場所を空

けてもらう（空けてもらった）

席を譲ってもらう（譲ってもらっ

た）

子供をあやしてもらう（あやして

もらった）

特にしてもらっていない

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ(n=99)
ﾄﾞｲﾂ(n=120)
ﾌﾗﾝｽ(n=92)
英国(n=88)
韓国(n=119)
日本(n=88)

38



子育て外出国際比較調査のまとめ

• 我が国（東京）の公共交通ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用に対する意
識の特徴

– 混雑時、公共交通に「ﾍﾞﾋﾞｰｶｰを折りたたまずに乗車する」
ことを不快・迷惑と感じる人の割合が高い。

– ﾍﾞﾋﾞｰｶｰで公共交通利用時に、混雑時間帯を避ける割合
が高く、公共交通車内でﾍﾞﾋﾞｰｶｰを折りたたむ割合も比較
的高い。

– ﾍﾞﾋﾞｰｶｰで公共交通利用時に、周囲の乗客による助けが
少ない。
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心のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ

• 歩道上や点字ﾌﾞﾛｯｸ上の駐輪、多機能ﾄｲﾚやｴﾚ
ﾍﾞｰﾀｰの優先順位、車いすで利用できない飲食
店、ﾍﾞﾋﾞｰｶｰでの公共交通利用・・・

• 多種多様なﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾃﾞｻﾞｲﾝの意味を、移動制約
者を含めて全ての人々が理解することが重要
→ 情報提供、教育、啓発

• 移動制約者が普通に街の中にたくさんいるよう
な状況を体験することが重要 → 移動制約者
が積極的にまちに出る → （我が国では）まず

はﾊｰﾄﾞの整備により物理的に外出しやすい環境
が必要？？



小学生向けﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ教材
出典：進研ｾﾞﾐ小学講座かがく組3・4年生



42交通ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ教室（本郷）
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子ども連れ外出テキスト（「子育ち・子育てﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ教室」ﾃｷｽﾄ作成
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ, 2013）
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子ども連れ外出ﾊﾞﾘｱ
ﾌﾘｰ教室（H22.2.20）
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子ども連れ外出ﾊﾞﾘｱ
ﾌﾘｰ教室（H23.2.19）
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荒川区ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ基本
構想での乗降体験教
室（H25.10.23）



48
子ども連れ外出教室
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ（H26.3.16）





「公共交通機関等におけるﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用に
関する協議会」（H25.6～H26.3）での議論

• 背景
– ﾍﾞﾋﾞｰｶｰを一層利用しやすくするための環境整備
の必要性

– ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用者のﾏﾅｰ向上と他の利用者の理解
や協力が不可欠

• 協議内容
– ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用に係るﾙｰﾙの策定
– ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用に配慮する統一的なﾏｰｸの作成



公共交通ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用に関する意見

• ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用者
– 子どもと子ども用の荷物とﾍﾞﾋﾞｰｶｰで20kg、ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ
を折りたたむのは大変

– 気を遣っているけど周りが冷たい
• 周囲の乗客

– ﾍﾞﾋﾞｰｶｰは大きくて邪魔、通路をふさいで危険
– 昔は大変だったのに最近の若い母親は・・・

• 交通事業者
– ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用時の事故やﾄﾗﾌﾞﾙも多い



公共交通ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用環境改善のために

• 「安全性」と「理解・配慮」
• 短期的な対応

– ﾍﾞﾋﾞｰｶｰの安全な利用方法を周知
– 人々の理解・意識向上（ﾎﾟｽﾀｰ、ｲﾍﾞﾝﾄ、ﾒﾃﾞｨｱなど）

• 中長期的な対応
– より安全なﾍﾞﾋﾞｰｶｰ開発、鉄道・ﾊﾞｽ車両へのｽﾍﾟｰｽ
設置、交通需要の分散化、土地利用と交通の一体
的計画など

• 2020年東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸでの「おもてなし」の一つ
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54山手線新型車両：2014年7月2日報道資料
https://www.jreast.co.jp/press/2014/20140701.pdf



まとめ

• 子育て世帯は日常生活における時間制約が最
も強いﾗｲﾌｻｲｸﾙｽﾃｰｼﾞ

• 子育て世帯の日常生活における多様なﾊﾞﾘｱを緩
和するために、多様な主体が適切な役割分担と
連携のもとで施策を進めることが重要

• ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰに対する人々の意識・理解の向上、い
わゆる「心のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ」の促進が、ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ施設
整備の効果を最大限に発揮するためにも必要

• 地域特性を反映し、我が国の国民性にも配慮し
たｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞなまちづくりを


